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ロ
コ
モ
脱
出
作
戦
進
行
中
！

か
わ
さ
き

す
え 

み

川
崎
　
末
美

　
七
十
歳
で
退
職
し
、
第
二
の
人
生
の
入

り
口
に
立
っ
た
矢
先
、
歩
行
時
に
右
下
肢

が
突
然
ガ
ク
ン
と
な
る
症
状
が
出
始
め
ま

し
た
。
や
が
て
、
右
の
向
こ
う
脛
か
ら
足

の
甲
あ
た
り
が
時
々
痛
み
、
足
を
引
き
ず
っ

て
歩
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
足
を

踏
ん
張
る
力
も
弱
く
な
る
に
至
る
と
、
さ
す
が
に
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
と
自
覚
。
こ
の
ま
ま
で
は
健
康
寿
命
が
短
く
な
る
の
は

必
定
と
、
慌
て
て
整
形
外
科
医
さ
ん
や
整
体
師
さ
ん
に
み
て
も
ら
い

ま
し
た
。
足
を
見
る
な
り
の
「
筋
肉
が
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
診
立
て
に
は
衝
撃
を
受
け
る
も
納
得
。
三
十
年
間
も
車
通
勤

を
続
け
た
の
で
す
か
ら
。
ま
た
、
過
去
二
回
の
右
足
首
捻
挫
の
せ
い

で
足
首
が
固
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
状
態
か
ら
い
か
に
し
て
脱
す
る
か
。
私
を
心
配
し
た

女
医
の
友
人
は
、「
ま
ず
、
車
を
手
放
す
こ
と
ね
。
そ
し
て
、〝
意
欲
〞

が
大
切
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。
も
う
一
人
、
画
家
の
友
人
は
、
大
作

に
挑
み
続
け
る
た
め
に
彼
女
自
身
が
続
け
て
い
る
ロ
コ
モ
予
防
体
操

を
伝
授
し
て
く
れ
ま
し
た
。
整
体
師
さ
ん
に
は
、
私
に
必
要
な
運
動

を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
友
の
存
在
は
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。
何
ご
と
に
も
三
日
坊
主
の

私
で
す
が
、
友
を
裏
切
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
、〝
意
欲
〞 

の
持

続
と 〝
運
動
〞 

の
継
続
を
心
が
け
、
少
し
ず
つ
筋
肉
を
取
り
戻
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
歩
け
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
車
を
諦
め
る
決

断
は
ま
だ
で
き
ま
せ
ん
が
、
自
転
車
へ
の
切
り
替
え
も
選
択
肢
の
一

つ
か
と
目
下
思
案
中
で
す
。

（
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

散 歩 道

ル
ル
ド
は
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の
緑
や
ガ
ー
ヴ
・
ド
・
ポ
ー
川
が
流
れ
る

の
ど
か
な
小
さ
な
村
で
す
。
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
て
多
く
の
人
々
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

フランス ルルド

創立1955年　医療法人  西福岡病院ご自由にお持ち帰り下さい。
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西
福
岡
病
院
の
理
念

西
福
岡
病
院
の
理
念

地
域
の
人
々
に
信
頼
さ
れ
る

納
得
と
安
心
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。
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く
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き
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み
ず 

き

水
城
跡

体
験
活
動
協
会
Ｆ
Ｅ
Ａ  

理
事
長

谷　
　
正
之展望所②から眺める水城跡 その14

　
朝
鮮
半
島
の
白
村
江
の
戦
い（
６

６
３
年
）で
敗
れ
た
翌
年
、敵
の
侵
攻

か
ら
大
宰
府
を
守
る
た
め
に
築
か
れ

た
堤
防
の
水
城
。１
９
５
３
年
に
は

水
城
跡
と
し
て
国
の
特
別
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
。今
で
は
木
々
に
覆
わ
れ

た
緑
の
丘
に
な
っ
て
い
る
。景
観
が

い
い
東
門
跡（
太
宰
府
市
）周
辺
を
訪

れ
て
み
る
。

　
車
な
ら
、「
水
城
３
丁
目
」交
差
点

そ
ば
の
無
料
駐
車
場
に
止
め
る
。西

鉄
電
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、「
都
府

楼
前
」駅
で
降
り
、25
分
程
歩
く
と
東

門
跡
に
着
く
。

　
雑
木
林
の
山
道
を
20
分
程
上
る
と

展
望
所
②
に
到
着
す
る
。眼
下
に
、森

と
化
し
た
水
城
跡
が
１
㎞
位
直
線
状

に
延
び
て
い
る
。ま
た
、そ
の
先
に
点

在
す
る
上
大
利（
大
野
城
市
）、天
神

山・大
土
居（
春
日
市
）の
小
水
城
跡

も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
東
門
跡
付
近
の
南
面
で
は
、水
城

跡
の
森
の
木
々
と
間
近
に
触
れ
合
え

る
。梅
並
木
も
あ
る
の
で
、初
春
に
は

梅
花
も
楽
し
め
る
。

特　集

青
木
　
知
信

あ
お

き

と
も

の
ぶ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
〜
発
生
数
を
ど
う
や
っ
て
数
え
る
の
か
〜

医
療
法
人 

西
福
岡
病
院

介
護
老
人
保
健
施
設 

西
寿

公
開
し
て
発
生
や
拡
大
を
防
ぐ
こ
と

が
大
切
な
感
染
症
は
定
点
把
握
（
一

定
の
医
療
機
関
の
み
が
届
け
出
る
）

と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
定
点
把
握
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、

デ
ン
グ
熱
な
ど
は
全
数
把
握
対
象
感

染
症
で
あ
る
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
非
常
に
数
が

多
く
、
毎
年
流
行
し
、
集
団
発
生
も

あ
り
、
脳
症
な
ど
の
合
併
症
も
あ
る

た
め
、
発
生
情
報
は
他
の
感
染
症
に

く
ら
べ
て
よ
り
多
面
的
に
実
施
・
報

告
さ
れ
て
い
る
（
図
２
：
患
者
発
生

状
況
）。
代
表
的
な
患
者
発
生
情
報

は
1
週
間
毎
（
月
〜
日
）
の
１
定
点

当
り
届
け
出
数
で
、
10
年
間
の
折
れ

線
グ
ラ
フ
と
し
て
表
さ
れ
る
（
図

３
）。
こ
れ
は
全
国
の
数
を
合
わ
せ

た
図
で
あ
る
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
レ
ベ
ル
マ
ッ
プ
に
は
各
県
毎
の

流
行
レ
ベ
ル
が
色
別
さ
れ
て
示
さ
れ

て
い
る
。
福
岡
県
単
位
の
情
報
は
全

県
、
お
よ
び
４
地
区
に
わ
け
た
情
報

が
福
岡
県
医
師
会
や
県
庁
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
て
い

る
。
有
名
な
合
併
症
の
脳
症
は
別
途

収
集
・
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
の
欠
席
者

数
な
ど
の
集
団
発
生
の
状
況
も
把
握

さ
れ
て
い

る
。

　
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
原

因
ウ
イ
ル
ス

が
複
数
あ

り
、
ウ
イ
ル

ス
が
変
異
す

る
た
め
病
原

体
自
身
の
情
報
も
大
切
で
す
（
図

2
：
ウ
イ
ル
ス
情
報
）。
現
在
、Ａ
／

Ｈ
３
香
港
、Ａ
／
Ｈ
１ｐ
ｄｍ
２
０
０
９

の
Ａ
型
２
種
と
、Ｂ
型
山
形
系
、Ｂ
型

ビ
ク
ト
リ
ア
系
の
Ｂ

型
２
系
統
の
ウ
イ
ル

ス
が
流
行
し
、
そ
れ

ぞ
れ
変
異
（
ウ
イ
ル

ス
の
遺
伝
子
が
変
化

し
抗
原
が
変
わ
る
こ

と
）
す
る
た
め
ウ
イ

ル
ス
自
身
を
収
集
・

解
析
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
解
析

か
ら
流
行
株
の
性
質

を
判
断
し
た
り
、
薬

剤
耐
性
を
評
価
し
た

り
、
翌
年
の
ワ
ク
チ

ン
株
の
候
補
ウ
イ
ル

ス
を
選
出
し
た
り
し

て
い
る
。

　
皆
さ
ん
も
感
染
症

の
発
生
に
関
す
る
情
報
に
興
味
を
持

た
れ
、
気
軽
な
気
持
ち
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
検
索
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
冬
の
病
気
と

し
て
有
名
で
、
発
生
が
多
い
と
か
少

な
い
、
流
行
が
開
始
し
た
と
か
ピ
ー

ク
で
あ
る
な
ど
と
報
告
さ
れ
る
。
近

年
で
は
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
流
行
が

報
告
さ
れ
て
い
る
し
、
デ
ン
グ
熱
の

国
内
流
行
や
、
海
外
で
の
エ
ボ
ラ
出

血
熱
の
国
内
発
生
が
不
安
視
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
病
原
微
生
物
で
起

こ
る
疾
患
で
、
感
染
症
と
呼
ば
れ
る

が
、
そ
の
発

生
数
な
ど
は

ど
の
よ
う
に

数
え
ら
れ
て

い
る
ん
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
代
表
的

な
も
の
が
感
染
症
発
生
動
向
調
査
で

す
（
図
1
）。
単
に
数
を
収
集
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
解
析
を
行
い
、
還

元
す
る
こ
と
で
あ
り
、
情
報
を
公
開

す
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
感
染
症
法
が
１
９
９
９
年
４
月
に

施
行
さ
れ
、
法
律
に
も
と
づ
く
感
染

症
発
生
動
向
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

感
染
症
は
種
類
が
多
く
、
感
染
力
や

重
篤
性
に
よ
り
、
大
き
く
１
類
か
ら

５
類
に
分
類
さ
れ
、
よ
り
緊
急
の
対

応
が
必
要
な
感
染
症
は
全
数
把
握

（
診
断
し
た
場
合
全
例
を
届
け
出

る
）、発
生
数
が
多
く
、情
報
を
収
集
・

感染症発生動向調査とは
●情報を収集・解析して、還元するシステム（対策を含む）
●国レベル（県・行政区単位 ； 保健所単位 ； 医療機関単位）
●決められた一定の感染症（追加、類型の変更）
　感染症法等で規定・分類
●全数把握、あるいは定点把握対象感染症
●疾患定義、届出基準（臨床症状・検査所見）が設定
●定期的に収集・解析・報告（週毎、月毎）
●情報公開（多くはインターネット）
　福岡県医師会ホームページ
　国立感染症研究所・感染症疫学センターホームページ

図1

患者発生状況
●インフルエンザ定点サーベイランス
　インフルエンザ過去10年との比較（感染症発生動向調査）
　インフルエンザ流行レベルマップ
　インフルエンザ入院サーベイランス
●インフルエンザ脳症サーベイランス
●インフルエンザ関連死亡迅速把握システム
●インフルエンザ様疾患発生報告（学校サーベイランス；欠席者数）
●血清疫学調査（感染症流行予測血清疫学調査）
ウイルス情報
●インフルエンザ病原体サーベイランス（ウイルス分離・検出）
　亜型別の推移・年齢群
　抗インフルエンザ薬耐性株サーベイランス
●インフルエンザウイルス流行株遺伝子系統樹

インフルエンザ 発生動向調査の種類
図2
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〈西鉄天神大牟田線〉

「水城」駅
西門跡

〈鹿児島本線〉

東門跡

〈南
面〉

〈
九
州
自
動
車
道
〉

〈
R574〉

〈R112〉

〈R112〉
〈R3〉

〈R76〉

水城跡

「水城3丁目」
交差点

展望所②（標高約90m）

展望所①
水城館

水城小

「都府楼前」駅

→
太宰府
天満宮へ→

久留米へ

福岡へ
←

Ⓟ
Ⓟ

　
　
　
　
　
　
か
み
お
お 

り

　
　
　
お
お 

ど　
い

水城跡の木立（東門跡南面から）

　
　
　
　
　
太
宰
府
市

　
　
　
　
　
東
門
跡
そ
ば
に
あ
る
水
城

館
に
は
展
示
物
、ト
イ
レ
が
あ
り
、休
憩

も
で
き
る
。

場
　
　
所

一
口
メ
モ

　
朝
鮮
半
島
の
白
村
江
の
戦
い（
６

６
３
年
）で
敗
れ
た
翌
年
、敵
の
侵
攻

か
ら
大
宰
府
を
守
る
た
め
に
築
か
れ

た
堤
防
の
水
城
。１
９
５
３
年
に
は

水
城
跡
と
し
て
国
の
特
別
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
。今
で
は
木
々
に
覆
わ
れ

た
緑
の
丘
に
な
っ
て
い
る
。景
観
が

い
い
東
門
跡（
太
宰
府
市
）周
辺
を
訪

れ
て
み
る
。

　
車
な
ら
、「
水
城
３
丁
目
」交
差
点

そ
ば
の
無
料
駐
車
場
に
止
め
る
。西

鉄
電
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、「
都
府

楼
前
」駅
で
降
り
、25
分
程
歩
く
と
東

門
跡
に
着
く
。

　
雑
木
林
の
山
道
を
20
分
程
上
る
と

展
望
所
②
に
到
着
す
る
。眼
下
に
、森

と
化
し
た
水
城
跡
が
１
㎞
位
直
線
状

に
延
び
て
い
る
。ま
た
、そ
の
先
に
点

在
す
る
上
大
利（
大
野
城
市
）、天
神

山・大
土
居（
春
日
市
）の
小
水
城
跡

も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
東
門
跡
付
近
の
南
面
で
は
、水
城

跡
の
森
の
木
々
と
間
近
に
触
れ
合
え

る
。梅
並
木
も
あ
る
の
で
、初
春
に
は

梅
花
も
楽
し
め
る
。

公
開
し
て
発
生
や
拡
大
を
防
ぐ
こ
と

が
大
切
な
感
染
症
は
定
点
把
握
（
一

定
の
医
療
機
関
の
み
が
届
け
出
る
）

と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
定
点
把
握
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、

デ
ン
グ
熱
な
ど
は
全
数
把
握
対
象
感

染
症
で
あ
る
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
非
常
に
数
が

多
く
、
毎
年
流
行
し
、
集
団
発
生
も

あ
り
、
脳
症
な
ど
の
合
併
症
も
あ
る

た
め
、
発
生
情
報
は
他
の
感
染
症
に

く
ら
べ
て
よ
り
多
面
的
に
実
施
・
報

告
さ
れ
て
い
る
（
図
２
：
患
者
発
生

状
況
）。
代
表
的
な
患
者
発
生
情
報

は
1
週
間
毎
（
月
〜
日
）
の
１
定
点

当
り
届
け
出
数
で
、
10
年
間
の
折
れ

線
グ
ラ
フ
と
し
て
表
さ
れ
る
（
図

３
）。
こ
れ
は
全
国
の
数
を
合
わ
せ

た
図
で
あ
る
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
レ
ベ
ル
マ
ッ
プ
に
は
各
県
毎
の

流
行
レ
ベ
ル
が
色
別
さ
れ
て
示
さ
れ

て
い
る
。
福
岡
県
単
位
の
情
報
は
全

県
、
お
よ
び
４
地
区
に
わ
け
た
情
報

が
福
岡
県
医
師
会
や
県
庁
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
て
い

る
。
有
名
な
合
併
症
の
脳
症
は
別
途

収
集
・
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
の
欠
席
者

数
な
ど
の
集
団
発
生
の
状
況
も
把
握

さ
れ
て
い

る
。

　
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
原

因
ウ
イ
ル
ス

が
複
数
あ

り
、
ウ
イ
ル

ス
が
変
異
す

る
た
め
病
原

体
自
身
の
情
報
も
大
切
で
す
（
図

2
：
ウ
イ
ル
ス
情
報
）。
現
在
、Ａ
／

Ｈ
３
香
港
、Ａ
／
Ｈ
１ｐ
ｄｍ
２
０
０
９

の
Ａ
型
２
種
と
、Ｂ
型
山
形
系
、Ｂ
型

ビ
ク
ト
リ
ア
系
の
Ｂ

型
２
系
統
の
ウ
イ
ル

ス
が
流
行
し
、
そ
れ

ぞ
れ
変
異
（
ウ
イ
ル

ス
の
遺
伝
子
が
変
化

し
抗
原
が
変
わ
る
こ

と
）
す
る
た
め
ウ
イ

ル
ス
自
身
を
収
集
・

解
析
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
解
析

か
ら
流
行
株
の
性
質

を
判
断
し
た
り
、
薬

剤
耐
性
を
評
価
し
た

り
、
翌
年
の
ワ
ク
チ

ン
株
の
候
補
ウ
イ
ル

ス
を
選
出
し
た
り
し

て
い
る
。

　
皆
さ
ん
も
感
染
症

の
発
生
に
関
す
る
情
報
に
興
味
を
持

た
れ
、
気
軽
な
気
持
ち
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
検
索
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
冬
の
病
気
と

し
て
有
名
で
、
発
生
が
多
い
と
か
少

な
い
、
流
行
が
開
始
し
た
と
か
ピ
ー

ク
で
あ
る
な
ど
と
報
告
さ
れ
る
。
近

年
で
は
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
流
行
が

報
告
さ
れ
て
い
る
し
、
デ
ン
グ
熱
の

国
内
流
行
や
、
海
外
で
の
エ
ボ
ラ
出

血
熱
の
国
内
発
生
が
不
安
視
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
病
原
微
生
物
で
起

こ
る
疾
患
で
、
感
染
症
と
呼
ば
れ
る

が
、
そ
の
発

生
数
な
ど
は

ど
の
よ
う
に

数
え
ら
れ
て

い
る
ん
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
代
表
的

な
も
の
が
感
染
症
発
生
動
向
調
査
で

す
（
図
1
）。
単
に
数
を
収
集
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
解
析
を
行
い
、
還

元
す
る
こ
と
で
あ
り
、
情
報
を
公
開

す
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
感
染
症
法
が
１
９
９
９
年
４
月
に

施
行
さ
れ
、
法
律
に
も
と
づ
く
感
染

症
発
生
動
向
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

感
染
症
は
種
類
が
多
く
、
感
染
力
や

重
篤
性
に
よ
り
、
大
き
く
１
類
か
ら

５
類
に
分
類
さ
れ
、
よ
り
緊
急
の
対

応
が
必
要
な
感
染
症
は
全
数
把
握

（
診
断
し
た
場
合
全
例
を
届
け
出

る
）、発
生
数
が
多
く
、情
報
を
収
集
・

図3

インフルエンザ 全国；Ｒ1年48週（11/25-12/1）まで

福岡県結核・感染症発生動向調査事業資料集・ＩＤＷＲ
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今月の街の行事予定

外 来 診 察 表

※ご質問は各科担当医あるいは外来看護長、外来医長までおたずね下さい。
※変更の場合がありますので、外来直通☎092-881-1371もしくは病院代表☎092-881-1331までおたずね下さい。（一覧表もございます。）

診療科目 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土曜日
午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  前午  後

内
　
　
　
科

内　　　科

呼吸器内科

呼吸器内科　　
　睡眠時無呼吸

消化器内科
循環器内科
糖尿病内科
脳神経内科

呼 吸 器 外 科
外　　　　科
整形外科・リハビリテーション科
泌尿器科
皮膚科
眼科

耳鼻咽喉科
婦人科

緩和ケア内科
腫瘍内科
禁煙外来

原田（15時まで）

髙野

國武
宮本
松尾
下田

中垣

非常勤

川上

國武（予約制）

児玉
原田（15時まで）
吉川

轟木（15時まで）
國武
中垣
大園
下田

高比良

原田（15時まで）
髙野

轟木（15時まで）
久冨
蓑田
松尾

非常勤
中垣

非常勤

中村
原田

轟木

國武
蓑田
大園
下田
緒方

中垣
高比良

石橋
非常勤
非常勤

中村
原田（15時まで）

轟木（15時まで）

國武/久冨
中垣
松尾

非常勤

中村
原田

髙野

國武
安藤（文）（予約制）
松尾
井野

非常勤
高比良

石橋
非常勤
非常勤

川上

中村
渡辺
落合（2・4）
轟木

國武（1・3・5）
宮本
松尾

齋藤

中垣

石橋
非常勤
森園／非常勤

原田
髙野
轟木

松尾
下田
西村
非常勤
中垣
高比良

石橋
非常勤
森園／非常勤
非常勤

川上

渡辺

吉川

國武
中垣

大園/松尾
井野

非常勤
非常勤
非常勤

石橋
非常勤
非常勤

川上

落合

國武

非常勤
中垣
非常勤

川上

渡辺

非常勤

非常勤
非常勤

安藤（文）（予約制）
宮本

岩本（1・3）
松本（2・4）・交代（5）

橋本（1・3・5）
姫野（2・4）

中村（1・3）
髙野（2・4）・松尾（5）
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医療法人
西福岡病院
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おだいり様・おひな様
日時 2月13日（木）
 10：00～12：00

◎場所 西陵公民館　講堂
◎対象 60歳以上の人
◎講師 音楽療法士　野口美恵さん
＊皆さまの参加をお待ちしています。

西 陵 公 民 館 ☎092-891-6342
子育てミニミニひろば 高齢者教室

笑って健康
日時 2月19日（水）
 13：30～15：00

◎場所 西陵公民館
 児童等集会室
◎対象 0 ～ 3歳児と保護者
◎指導 保育士  大歯美穂子さん
＊皆さまの参加を
　お待ちして
　います。

健康講話

お問い合わせ先 医療法人 西福岡病院 総務課 ☎092-881-1331

住　所
講　師

会　費

と　き

場　所

令和2年2月22日（土）

医療法人西福岡病院  本館3階会議室

西区 生の松原3-18-8
リハビリテーション科　理学療法士
花田 豪
無料

午前10時より午前11時まで

☎　092-881-1331

《　　   腰痛について 》今月の
テーマ ／

●詳しくは、お電話でお問い合わせください。 医療法人 西福岡病院　治験管理室  ☎092-881-1331（代表）

この治験に参加可能な方
「難治性慢性咳嗽」と診断されたことがある患者さんで以下の条件を満たす方
▶18歳以上、80歳以下の方。
▶1年以上、咳が継続しており、原因疾患に対する治療を行っても十分な改善が
　認められない又は原因となる疾患が特定できない方

治験管理室からのお知らせです
本院では、難治性慢性咳嗽の患者さんを対象に
新しいお薬（錠剤）の治験を行っています。


